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「内部統制システムの整備に関する基本方針」の一部改定に関するお知らせ 

 

 当社は、本日（平成２８年４月２８日）開催の取締役会において、「内部統制システムの整備

に関する基本方針」の一部改定を行うことを決議いたしましたので、下記のとおり改定後の内容

をお知らせいたします。 

なお、改定箇所は下線で示しております。 

 

記 

 

１．当社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

① 取締役会は、定款及び取締役会付議、報告基準を定めた「取締役会規則」に則り業務執行を

決定するとともに、法令の改廃等を常に視野に入れ「取締役会規則」の整備にあたる。 

② 取締役会が取締役の職務を監督するため、各取締役に定期的に業務執行状況を報告させると

ともに、他の取締役の職務執行を相互に監視する。 

③ 取締役の職務執行状況は、「監査役会規則」、「監査役監査基準」、監査計画に基づき監査

役の監査を受ける。 

④ アサヒペングループ企業において取締役を含む役職員が守るべき行動規範を示した「アサヒ

ペングループコンプライアンスマニュアル」を制定し、規範に則った企業活動を行う。 

   なお、同マニュアルには、反社会的勢力に対しては、所轄官庁等との連携を密にし、毅然と

した対応を取り、不当な介入を排除することも規定している。 

⑤ 取締役の違法行為を未然に防ぐ仕組みを構築し、コンプライアンス体制を推進することを目

的に、代表取締役社長を委員長、取締役並びに内部監査担当及び法務担当部員を委員とする

「コンプライアンス委員会」を設置する。 

 

２．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

① 取締役会、本部長会等の経営に係わる会議の議事録、稟議決裁書その他職務執行に係る情報

を適切に管理するための「情報管理規程」を整備し、その規定に従い文書又は電磁的記録媒体

に保存し管理する。なお、「情報管理規程」は適時見直し改善を図るものとする。 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理について、関連諸規則に準拠して実施されて

いるかについて監査役の監査を受け、監査役は必要があれば是正の勧告を行う。 

 

３．当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

① 代表取締役社長は、全社的なリスクを総括的に管理するため、各取締役とともにリスク回避



にあたるものとする。 

   個々の損失の危険の領域ごとに、当該損失の危険に関する事項を統轄する担当取締役が、そ

れぞれ損失の危険の管理（体制を含む）に関する施策を作成し、その施策に則りリスク回避に

あたる。 

② 監査役及び内部監査担当は各部門のリスク管理状況を監査し、その結果を必要があれば代表

取締役社長及び取締役会に報告し、問題点の把握と改善に努める。 

 

４．当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

① 代表取締役社長は、取締役会で決定した中期計画、年次計画に基づいた各部門が実施すべき

目標に対し、職務執行が効率的に行われるよう担当取締役を監督する。 

② 業務執行取締役の職務分掌、権限を明確化するとともに、各種社内規則を拡充整備し、各役

職者の権限及び責任の明確化を図り、適正かつ効率的な職務の執行が行われる体制を構築する。 

③ 業務執行取締役は、その統轄する部門の効率経営の確保に向けて業務の合理化、電子化、迅

速性等を継続的に検討する。 

 

５．当社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

① 役員、従業員が守るべき行動規範を示した「アサヒペングループコンプライアンスマニュア

ル」を制定し、役員自ら範を示すとともに機会あるごとに従業員に対して倫理・遵法教育を行

い、「アサヒペングループコンプライアンスマニュアル」に則った企業活動を行う。 

② 内部監査体制を強化するとともに、情報セキュリティに関する監視体制を強化する。 

③ 法令、定款及び諸規則に反する行為等を早期に発見是正することを目的とし、それを告発し

ても当該通告者が不利益な取扱を受けない旨等を規定した内部通報制度を構築、運営する。 

④ 反社会的勢力に対しては、「アサヒペングループコンプライアンスマニュアル」に規定され

た行動憲章に則り、関係を遮断する。 

⑤ 企業倫理及び法令遵守を従業員に浸透させ、違法行為を未然に防ぐため、「コンプライアン

ス委員会」で決定された事項は、すみやかに従業員に周知徹底する。 

 

６．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

① 関係会社の所轄業務については、その自主性を尊重しつつ、経営計画に基づいた施策と効率

的な業務遂行、透明性を確保した企業集団としてのコンプライアンス体制の構築、リスク管理

体制の確立を図るため、関係会社担当取締役が統轄管理する。 

② 関係会社に法令遵守違反行為があると疑われるときは、関係会社担当取締役の命により当社

の内部監査部門が、当該関係会社の実態調査を実施する。 

③ 「関係会社統轄管理規程」に基づき、重要事項を当社の稟議事項とするとともに、所定の事

項については、その実施前に当社に報告させる。 

④ 関係会社間の意思疎通を図り、円滑なグループ活動を推進するため、関係会社担当取締役が

主宰する関係会社会議を定期的に開催する。 

 

７．当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関

する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 

① 監査役が必要としたときは、監査役の職務を補助する従業員を置くものとする。 



② 当該従業員の任命、異動、評価、懲戒は監査役会の意見を尊重して行うものとし、取締役か

らの独立性を確保する。 

③ 当該従業員に対する監査役の指示が実効性を確保できるよう、当社は監査役の職務の独立性

に配慮しつつ必要な援助を行う。 

 

８．当社の取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他監査役への報告に関する体制 

① 監査役は当社及び関係会社の重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を把握するため、

取締役会、関係会社会議等の重要会議に出席するとともに、稟議書等業務執行に係る重要書類

を閲覧し、必要があれば当社及び関係会社の取締役、従業員に説明を求めることとする。 

② また、次のような緊急事態が発生した場合には、当社及び関係会社の取締役及び従業員は遅

滞なく監査役に報告する。 

・当社及び関係会社の業務又は財務に重大な影響を及ぼすおそれのある、法律上又は財務上の

諸問題 

・その他当社及び関係会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実 

③ 前記報告をした者が、当該報告をしたことを理由に不利な取扱いを受けることのない旨を

「アサヒペングループ不正防止方針書」、「内部通報制度規程」等に定める。 

 

９．その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

① 監査役は、「監査役会規則」、「監査役監査基準」に基づき独立性を確保した権限により、

監査の実効性を確保するとともに、内部監査部門及び会計監査人と緊密な連携を保ちながら自

らの監査成果の達成を図る。 

② 監査役会は、代表取締役社長と定期的に会合を持ち、監査上の重要課題について意見交換を

行う。 

③ 監査役が、当社に対し、その職務の執行に必要な費用の前払又は償還を請求した場合は、当

社は監査役の職務に照らし、目的又は金額等が明らかに不合理なものでない限り、速やかにこ

れに応じる。 

 

10．財務報告の信頼性を確保するための体制 

  アサヒペングループの財務報告の信頼性を確保するため、内部統制の６つの基本要素（統制環

境、リスクの評価と対応、統制活動、情報と伝達、モニタリング、ＩＴへの対応）を整備すると

ともに、財務報告における不正や瑕疵が発生するリスクの予防及び牽制体制を整備、運用、評価

し、不備があれば速やかに是正措置を講じる。 

 

以 上 

 


